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「
今
回
の
原
発
関
係
者
全
員
、
誰
も
ケ

ツ
拭
か
な
い
。
み
ん
な
で
渡
っ
て
る
か

ら
ケ
ツ
拭
か
な
い
。
ケ
ツ
を
拭
か
な
い

国
家
に
未
来
が
あ
る
と
思
い
ま
す

か
?
」。
矢
沢
永
吉
氏
は
今
か
ら
11
年

統
一
会
派
「
国
民
新
党
・
新
党
日
本
」

を
代
表
し
、「
東
京
電
力
福
島
原
子
力

発
電
所
事
故
に
係
る
両
議
院
の
議
院
運

営
委
員
会
」（
事
故
調
査
委
員
会
）
で

以
下
の
陳
述
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
航
空
事
故
や
列
車
事
故
は
一
定
の
場

所
、
一
定
の
時
間
、
一
定
の
社
会
グ
ル

ー
プ
に
悲
劇
は
留
ま
り
ま
す
。
原
発
事

故
は
社
会
的
に
も
地
理
的
に
も
時
間
的

に
も
、
更
に
は
陸
上
・
海
上
、
空
中
・

地
表
・
地
中
・
海
中
を
問
わ
ず
、
被
害

が
連
続
・
拡
大
し
続
け
る
蓋
然
性
が
極

め
て
高
く
、
範
囲
・
濃
度
・
蓄
積
の
何

れ
も
変
幻
自
在
な
放
射
能
は
無
色
・
透

明
・
無
臭
。
人
間
の
五
官
が
察
知
し
得

ぬ
極
め
て
厄
介
な
存
在
で
す
」。

「
１
２
２
年
前
の
明
治
22
年
、
奈
良
県

十
津
川
村
の
十
津
川
大
水
害
被
災
者
は

北
海
道
の
空
知
平
野
に
新
十
津
川
村
を

築
き
ま
し
た
。
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
超
え

た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
周
囲
は
『
放
射
能
に
占
領
さ
れ
た
領

土
』
と
冷
厳
に
捉
え
る
べ
き
。
原
発
か

ら
少
な
く
と
も
30
㎞
圏
内
は
居
住
禁
止

区
域
に
設
定
し
、
愛
着
を
抱
く
郷
里
か

ら
離
れ
る
当
該
住
民
に
は
国
家
が
新
た

な
住
居
と
職
業
を
保
障
・
提
供
す
べ
き
。

そ
れ
が
『
国
民
の
生
命
と
財
産
を
護

る
』
政
治
＝
立
法
府
の
責
務
」
と
。

　

が
、〝
問
題
先
送
り
〞
を
旨
と
す
る

日
本
の
政
治
は
、
責
任
の
所
在
の
明
確

化
に
繋
が
る
「
原
発
即
時
国
有
化
」、

日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
と
同
様
に

「
東は

い
ろ
じ
ぎ
ょ
う

京
電
力
」「
関
東
電
力
」
旧
新
分
離

の
何
れ
も
選
択
せ
ず
。
然さ

し
も
の
日
本

経
済
新
聞
も
原
発
「
汚
染
水
」
放
出
翌

日
８
月
25
日
付
朝
刊
１
面
右
肩
で
「
政

府
が
目
標
と
す
る
30
年
後
の
廃
炉
完
了

は
見
通
せ
な
い
」
と
白
旗
を
掲
げ
る
泥ぬ

か

濘る
み

の
世
界
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

「
映
画
『100,000

年
後
の
安
全
』
に

登
場
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
『
オ
ン
カ

ロ
』
も
未
だ
建
設
中
。
イ
ギ
リ
ス
の

『
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
』
も
迷
走
中
。
今
、

こ
の
瞬
間
も
排
出
さ
れ
る
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
が
地
球
に
存
在
し
ま

せ
ん
。
住
民
移
住
後
の
30
㎞
圏
内
を
世

界
中
か
ら
核
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る
最

終
処
分
場
と
し
た
な
ら
、
こ
れ
ぞ
最せ

ん
り大

最ゃ
く
て
き
・

強
の
安か

く
よ
く
し
り
ょ
く

全
保
障
政
策
と
な
り
ま
す
」

と
陳
述
の
最
後
で
提
案
す
る
や
、「
人に

ん

非ぴ

人に
ん

」
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
罵
詈
雑
言
を
浴

び
せ
ら
れ
た
の
も
改
め
て
想
起
。

　

閑
話
休
題
。
中
国
、
ロ
シ
ア
両
政
府

は
去
る
７
月
、
共
同
提
出
し
た
20
項
目

の
質
問
リ
ス
ト
で
「
周
辺
諸
国
へ
の
影

響
が
少
な
い
」
大
気
へ
の
水
蒸
気
放
出

を
提
案
す
る
も
日
本
政
府
は
、
海
洋
放

出
の
必
要
経
費
34
億
円
よ
り
も
10
倍
コ

ス
ト
高
の
水
蒸
気
放
出
は
経
済
的
合
理

性
に
欠
け
る
と
鰾に

膠べ

も
無
い
ゼ
ロ
回
答
。

が
、
好
事
魔
多
し
。「
風
評
被
害
」
を

喧
伝
す
る
経
済
産
業
省
は
漁
業
者
へ
の

需
要
対
策
基
金
３
０
０
億
円
、
事
業
継

続
基
金
５
０
０
億
円
を
想
定
。
東
京
電

力
も
沖
合
放
出
の
本
体
工
事
等
に
４
０

０
億
円
を
積
算
。
１
２
０
０
億
円
も
の

「
安
物
買
い
の
銭
失
い
」
状
態
。

　

全
世
界
の
地
震
の
２
割
が
生
起
す
る
、

地
球
の
陸
地
面
積
の
僅
か
０
・
４
％
に

過
ぎ
ぬ
日
本
国
土
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
、

北
米
、
太
平
洋
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
と
４

つ
の
プ
レ
ー
ト
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

製
造
物
責
任
の
当
事
者
が
「
絶
対
安

全
」
と
断
言
す
る
一
方
で
、
ト
リ
チ
ウ

ム
以
外
の
汚
染
水
・
貯
蔵
水
の
成
分
分

析
数
値
は
公
表
さ
れ
ぬ
放
置
国
家
。

　

作
家
・
林
芙
美
子
の
「
堂
々
た
る
一

刀
の
も
と
に
」
敵
兵
を
斬
り
殺
す
「
戦

線
は
美
し
い
」
従
軍
記
『
戦
線
』
を
掲

載
の
黒
歴
史
に
原
点
回
帰
の
朝
日
新
聞

に
至
っ
て
は
、
中
国
の
禁
輸
に
激
昂
す

る
社
説
「
筋
が
通
ら
ぬ
威
圧
や
め
よ
」

掲
載
で
失
笑
を
買
う
有
り
様
。

「
誤
送
船
団
・
記
者
ク
ラ
ブ
」
の
〝
埃

高
き
〞
面
々
は
、
同
じ
く
「
聞
く
耳
」

を
持
た
ぬ
宰
相
の
母か

い
せ
い
こ
う
こ
う

校
出
身
で
知
ら
れ

る
小
出
裕
章
氏
の
全
文
無
料
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公

開
「
原
発
事
故
は
再
び
起
き
る
」
を
拳け

ん

拳け
ん

服ふ
く

膺よ
う

す
べ
き
だ
ね
。

前
、『Rolling Stone

日
本
版
』
２
０

１
２
年
８
月
号
「
巻
頭
1
万
字
イ
ン
タ

ヴ
ュ
ー
」
で
看か

ん

破ぱ

。

　

そ
の
１
年
前
、
無
謀
な
真
珠
湾
攻
撃

か
ら
70
年
目
の
12
月
８
日
、
僕
は
与
党

★
次
号
10
月
号
の
発
行
日
は
９
月
29
日（
金
）で
す
。

小出裕章氏「原発事故は再び起きる」(『出版人・広告人』デジタルブックレット )へのリンクを含む「安物買いの銭失い」まとめサイト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　https://tanakayasuo.me/nuclear

「安物買いの銭失い」


